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②

　災害時の避難情報や町からの重要な緊急情報を受信する戸別
受信機を設置していますか。
　町からの情報だけでなく、あなたが住んでいる自治区からの
情報も受け取れる便利な機器です。まだ箱から出していない人
は、設置してください。
　右の写真のように黒のアンテナをつけて、ＡＣアダプターを
コンセントに挿して、電池をセットするだけで設置は完了です。

全戸配布した 戸別受信機
箱から出して万が一に備えよう

アンテナ

ＡＣアダプター

役
場
か
ら
届
い
た

ア
レ
！

箱
を
開
け
た
？

ア
レ
っ
て

何
な
ん
？

戸別受信機っちゃ！
まだ開けてないと？

　
君
は
究
極
の
め
ん
ど
く
さ
が

り
屋
や
も
ん
ね
。
で
も
ね
、
そ

ん
な
君
で
も
超
簡
単
に
設
置
で

き
る
戸
別
受
信
機
や
け
ん
！

　

中
身
を
知
ら
ん
っ
て
、
ほ

ん
と
も
っ
た
い
な
い
よ
！

　

地
震
、
台
風
と
か
の
情
報

の
ほ
か
避
難
行
動
の
情
報
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
と
よ
。
自

治
区
か
ら
の
情
報
も
あ
る
し
、

一
番
身
近
な
ス
グ
レ
モ
ン
の

情
報
伝
達
ツ
ー
ル
ば
い
！

　

し
か
も
、
町
が
無
料
で
貸

し
て
く
れ
て
る
ん
だ
か
ら
、

設
置
し
て
、
使
わ
ん
と

も
っ
た
い
な
い
よ
。

そ
も
そ
も
何
な

の
か
よ
く
見
て

な
い
し
。

ほ
た
っ
と
っ
た
。

や
っ
ぱ
ぁ
ね
。

ど
う
せ
、
広
報

あ
し
や
も
読
ん

で
な
い
ん
や
ろ

ね
ぇ
～
…
…

か
な
り
熱
く
言
う
ね
ぇ
～
、

テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
情
報

あ
る
し
…

あ
の
ね
、

テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト

だ
け
じ
ゃ
地
元
の

詳
し
い
内
容
ま

で
教
え
て
く
れ
ん

の
よ
！

　
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
、

箱
を
開
け
て
み
る
か
…
…

　
開
け
た
ら
、
①

黒
い
ア
ン
テ
ナ
を

つ
け
る
。
②
Ａ
Ｃ

ア
ダ
プ
タ
ー
を

コ
ン
セ
ン
ト
に
挿

す
。
③
電
池
を

セ
ッ
ト
す
る
。

あ
り
ゃ
り
ゃ
、

め
っ
ち
ゃ
簡
単
！ 災

害
が
起
き
て

か
ら
設
置
す
る
よ

か
、
前
も
っ
て
や

ら
ん
と
備
え
に
は

な
ら
ん
よ
。
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③

一家に
一台

自治区からの情報も
受信できる

行政情報や
防災情報を受信

必ず、あなたの役に立つ
■ 電源（コンセント・電池）の接続
　�　戸別受信機の電源は、普段はACアダプ
ターを接続し、家庭用コンセントから取っ
てください。電池は停電時に使用しますの
で、必ず入れておいてください。
　⃝�家庭用コンセントから電源を取っていて
も、乾電池は自然消耗します。また、液
漏れによる故障などを防ぐために年に１
回は交換しましょう。

　⃝�電池がなくなる前に、本体の画面
が青色から緑色に変わります。

　⃝�家庭用コンセントに接続せずに電池
だけで使用すると、2、3日程度で電池
が消耗します。

　⃝�電池が無くなった場合（電池を入れていない場合も）は、機械右上の真ん中にある「電池」
のランプが赤くなりますので、電池交換をお願いします。

　⃝�電池が切れている状態で、戸別受信機からACアダプタを取り外すと、これまで受信してい
たメッセージが消去されますので、ACアダプタを接続したままで、電池交換をしましょう。

　⃝�正しい向きで電池を接続しましょう。接続を間違うと液漏れを起こし、出火の原因となりま
すので、注意しましょう。

■ 受信の確認
　⃝�戸別受信機は、通常画面表示ボタンを「オン」にしておくことで、情報を受信しているかどうかがわかり
ます。画面表示を「オフ」にしてしまうと、新規の情報を受信しているか確認することができませんので、
普段は画面表示を「オン」にしましょう。

　⃝�情報を受信した場合は、星（★）印が付いているので、再生・停止ボタンを押して、内容を確認しましょう。
　⃝�音量は、大・小のボタンを押して、大きさを調整してください。

■ 事業所にも戸別受信機を貸与します
　⃝�戸別受信機設置を希望する町内の店舗や事務所を構える事業
者などへ、町から貸与します（原則、１店舗（事業所）１個貸与）。

　　役場総務課庶務係が窓口です。　

■ そのほか
　⃝�戸別受信機は、町から配送していますが、まだ受け取っていない世帯がありましたら、庶務係に連絡して
ください。

　⃝�また、戸別受信機の機器に関する問い合わせは、戸別受信機裏面に記載している「防災ラジオコールセン
ター」へ問い合わせてください。

　 ▽ �問い合わせ　戸別受信機に係る全般＝庶務係　（☎２２３‐３５７２）
　　�戸別受信機の機器や使用方法＝防災ラジオコールセンター（24 時間対応　年中無休）（☎０１２０-

３８８- ２８０）

電池を入れた状態でＡ
Ｃアダプターにつなぐ
と、緑ランプが点灯し
ます（電池切れの場合
は、赤ランプが点灯し
ます）。

画面　

音量調整ボタン
（大／小）

再生・停止ボタン

メッセージ選択ボタン
（上／下）

画面表示ボタン
（オン／オフ）

電池ランプ

受信電波レベル受信電波レベル
１（小）～５（大）１（小）～５（大）

「★「★」」は未読の印は未読の印
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

� 10 月 23日～ 12月 19日　「ももたろうからのてがみ」絵本原画展
12月 12日　町制施行 130周年記念�芦屋町図書館講演会

桃太郎像が見てきた戦争の風景を伝えたい桃太郎像が見てきた戦争の風景を伝えたい

� 12 月 17日　歳末防犯パトロール
初雪舞う中のパトロール！今年は寒すぎ！初雪舞う中のパトロール！今年は寒すぎ！

　初雪が観測された 17 日夜、正門町交差点付近では、強風
にあおられた雪の中を警らする芦屋町自治防犯組合の皆さん
と折尾警察署の警察官の姿がありました。昨年から密を避け、
役場での歳末防犯パトロールの出陣式は少人数で行われ、地
域の安全のために各地域の拠点からそれぞれが出動しました。

　絵本「ももたろうからのてがみ」原画展が、中央公民館のギャラリ
ーあしやと図書館で行われました。水彩絵の具やパステルで彩られた
やわらかいタッチの原画が並びます。主人公のももたろうは、大分県
玖珠町に立っている桃太郎像のことで、玖珠町に来る前は北九州市の
到津遊園にあったとのこと。第二次世界大戦中に動物たちが殺処分さ
れたり、八幡大空襲で町が焼かれたりする風景を見てきました。
　図書館講演会では、「ももたろうからのてがみと身近な SDGs」を
テーマに、ゲームなどを交えて分かりやすい講演がありました。
　作者の原賀いずみさんは「もともと桃太郎は、イヌ、サル、キジと
支え合い、違いを認め合うことで鬼退治ができた。像はそのシンボル
のはず。でも戦争を助長するシンボルにされてしまった時期もある。
桃太郎の本来の姿と戦争の悲惨さを伝えたい」と話してくれました。

楽しい思い出は、みんなで行った老人会の旅行です楽しい思い出は、みんなで行った老人会の旅行です
� 満 100歳の誕生日、おめでとうございます

　和田政子さん（江川台）が満 100 歳を迎え、町からお祝い状などが贈られ
ました。和田さんは門司区の生まれで、戦前は夫の仕事の関係で満州へ。戦後
に帰国し、60 歳過ぎまで印刷所で仕事をしていたそうです。その後、夫の病
気を機に空気のきれいな芦屋町へ移り住みました。老人会の旅行に何度も行っ
たり、カラオケ教室や園芸教室などに積極的に参加して楽しんだそうです。
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渕野康則さんの町への功績が称えられました渕野康則さんの町への功績が称えられました

　昭和 57 年、芦屋町消防団第一分団に入団された渕野康則さんは、
芦屋町民の生命と財産を守るため、39 年にわたり消防活動に尽力さ
れています。また、副団長として分団員を統率し、災害時には災害
の拡大を未然に防ぎ、最小限の被害にとどめるなど、地域防災にも
貢献された功績から、令和３年藍

らんじゅ
綬褒

ほうしょう
章を受章されました。

� 11 月 18日　全国社会教育連合表彰伝達式
林英次さんの町への功績が称えられました林英次さんの町への功績が称えられました

一足早い、愛あふれるクリスマスプレゼント一足早い、愛あふれるクリスマスプレゼント♥♥
� 12 月 17日　日本モーターボート選手会福岡支部

18日　航空自衛隊准層会芦屋支部
18日　芦屋町ボートレース事業局

　町の各所ですてきなクリスマスプレゼントが届けられました。日本モーター
ボート選手会福岡支部を代表して支部長の川上剛選手（芦屋町出身）が、今年
も町内６つの保育所（園）・幼稚園の園児らに菓子の詰め合わせをプレゼントし
ました。また、航空自衛隊准

じゅんそうかい
層 会芦屋支部の皆さんも、障がい福祉サービス事

業所みどり園の利用者に、隊員が作った正月用の鏡もちやクリスマスのプレゼ
ントを届けました。そして、芦屋町で初めて開催された九州交響楽団のクリス
マスコンサート。プロの演奏を聞いてさらにレベルアップしてほしいと、芦屋中
学校吹奏楽部員を芦屋町ボートレース事業局が招待しました。生徒たちは本物
の演奏を熱心に聞き、「弦楽器が入ると音の厚みが違う」と感動していました。

�12 月３日　町制施行130周年記念�NHKラジオ「真打ち競演」公開収録
出演者の巧みな話芸に、いっぱい笑いました出演者の巧みな話芸に、いっぱい笑いました

　あしや夢リアホールで NHK 北九州放送局開局 90 年、芦屋町町制施行
130 周年記念事業としてラジオの公開収録が 2 本行われ、落語や漫才な
どベテラン芸人が至芸を披露しました。出演者は町の名所・名物などにふ
れ、会場を沸かせていました。収録内容は、【１本目】２月５日土、【2 本目】
12日土・いずれも午前10 時５分～55 分にラジオ第１などで放送されます。

� 12 月 22 日　藍綬褒章伝達式

　林さんは、平成 21 年から現在まで 13 年間、町の社会教育委員とし
て社会教育の振興と発展に寄与されるとともに、町の生涯学習基本構
想前期・後期振興計画の策定と推進に携わりました。また、豊富な経
験や知識を生かし福岡県社会教育委員連絡協議会の評議員を務めるな
ど、多くの関係機関などで尽力された功績が認められ、表彰されました。
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遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　
第
８
回
遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

で
遠
賀
川
の
恵
み
を
再
認
識
し
、
ふ
る
さ
と

の
川
を
誇
り
と
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
一
般
参
加
者
の
募
集
は
せ
ず
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
な
り
ま
す
。

▽ 

と
き　
２
月
６
日
日
・
午
後
１
時
か
ら

▽ 

内
容　
首
長
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
流
域
治
水
（
防
災・減
災
）、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
河
川
空
間
の
利
活

用
」・
遠
賀
川
で
活
動
す
る
団
体
・
子
ど

も
た
ち
の
発
表
な
ど

▽ 

視
聴
方
法　

開
始
時
間
に
合
わ
せ
て
次

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。https://youtu.

be/ZXjTH
q0onkA

▽ 

問
い
合
わ
せ　
国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川

事
務
所
（
☎
〈
０
９
４
９
〉
２
２
‐
１
８

３
０
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▽ 

と
き　
３
月
２
日
水
・
３
日
木

▽ 

と
こ
ろ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
４
階
（
遠
賀

町
広
渡
）

▽ 

対
象　
防
火
管
理
者
の
選
任
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者
ま
た
は
、
業
務
上
防

火
管
理
の
知
識
が
必
要
な
人

▽ 

定
員　
20
人

▽ 

参
加
費　
甲
種
新
規
３
９
２
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
、
修
了
証
代
含
む
）

▽ 

申
込
期
間　
２
月
１
日
火
～
３
月
１
日
火

▽ 

申
込
方
法　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
窓

口
（
遠
賀
町
広
渡
）
へ

▽ 

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会　

　
職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
、
社
会
の
た

め
に
役
に
立
ち
た
い
。
そ
ん
な
高
齢
者
の
皆

さ
ん
を
後
押
し
す
る
た
め
の
合
同
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 
と
き　
２
月
17
日
木

　
①
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
50
分

　
②
午
後
1
時
40
分
～
３
時

▽ 
と
こ
ろ　
北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会
館
２

階
（
小
倉
北
区
古
船
場
町
）

▽ 
対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

※
履
歴
書
不
要

▽ 

定
員　
各
回
40
人
（
事
前
申
込
先
着
順
）

▽ 

参
加
費　
無
料

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ

ン
タ
ー
北
九
州
オ
フ
ィ
ス

（
☎
５
１
３
‐
８
１
８
８
）

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
は
国
の
失
業

率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
に
不
可
欠
な
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
に
選
定
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
家

に
、
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
調

査
票
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
調

査
統
計
課
調
査
第
一
班（
☎

〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
１
１

１
１
）

みんなの

ひろば

ライブ配信

遠賀中間地域在宅医療介護連携推進事業

住民公開講座

コロナ時代を共に生きる
～高齢者が安心して暮らせる地域づくり～

▽  とき　２月 26 日土・午後１時 30 分
～ 4 時

▽  ところ　岡垣サンリーアイ ハミング
ホール

▽  内容
　 【基調講演】＝地域における新型コロナ

ウイルスの現状とポストコロナの展望
　 講師：福岡県宗像・遠賀保健福祉環境

事務所 保健監　中原由美さん
　 【パネルディスカッション】＝新型コ

ロナウイルスを想定した新しい生活様
式と在宅療養について

　  パネリスト：中原由美さん、医師、高
齢者施設管理者、生活支援コーディネ
ーターを予定

▽  定員　250 人

▽  参加費　無料

▽  申し込み　電話またはファクス（☎２
８１‐３１０５）で予約

▽  問い合わせ　遠賀中間医師会在宅総合
支援センター（☎２８１ ‐ ３１００）

ホームページ

ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

散
紅
葉
急
ぐ
こ
と
な
き
日
を
重
ね

 

野
口
加
津
美

息
凝
ら
し
鋳
込
む
釜
師
や
寒
椿

 

小
川　
雪
野

方
形
の
四あ

ず
ま
や阿
囲
む
冬
紅
葉

 

吉
住　
利
枝

落
葉
し
て
ど
の
石
も
陽
に
立
上
が
る

 

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

可
も
不
可
も
重
ね
し
日
々
や
石
蕗
の
花

 

田
尾
三
千
枝

駄
菓
子
屋
の
棚
に
置
か
れ
し
シ
ク
ラ
メ
ン

 

縄
田　
惠
子

注
連
作
り
氏
子
総
出
の
日
曜
日

 

仲
山
ク
ニ
子

冬
凪
や
漁
船
こ
ぞ
り
て
水
脈
を
曳
く

 

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

大
腸
の
ポ
リ
ー
プ
切
除
無
事
に
済
み

良
性
な
り
て
心
安
ら
ぐ

 

宮
﨑
佐
代
子

二
年
振
り
寒
の
行
者
は
来
た
る
ら
し

遠
く
に
聞
こ
ゆ
念
仏
法
螺
貝

 

村
上　
一
惠

朝
ド
ラ
の
カ
ム
カ
ム
エ
ブ
リ
バ
デ
ィ
の
歌

聞
け
ば
子
供
の
頃
の
よ
う
な
と
き
め
き

 

田
中
勢
津
子

毎
日
の
電
話
の
ベ
ル
は
娘
か
ら

「
元
気
か
と
」
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と

 

後
藤　
征
子

【一般書】
真田の兵ども 佐々木　功� 著
偽装同盟 佐々木　譲� 著
真夜中のマリオネット 知念　実希人� 著
世界の美しさを思い知れ 額賀　澪� 著

【児童書】
青い花の　えかきさん ソーニャ・ハートネット�作
王さまのお菓子 石井　睦美� 作
おばあさんとトラ ヤン・ユッテ� 作
わたしのマントはぼうしつき 東　直子� 作
あ・さ・ご・は・ん！　 武田　美穂� 作

人形姫
�����山本　幸久　著��

　亡き父のあとを受け、森岡
恭平が社長を務める森岡人
形は、低迷する売上、高齢
化した職人の後継ぎ不在と、
問題が山積。さらに恭平自身
の婚活問題も難航しており…
…。お人好しな若社長は、仕
事に恋に大奮闘！読みどころ
満載のハートフル・ストーリー。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日月、14日月、21日月、24日木、
28日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※ 資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ２月

と　き 　　出　演・催　し　　
2 日水 赤ちゃんおはなし会たっち

12 日土 お話しポケット
13 日日 にじの会
19 日土 おはなしトントン
27 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　あなたのかわいいぬいぐるみに、
夜の図書館で冒険やおとまりをさ
せませんか。おはなし会をぬいぐ
るみと一緒に楽しんだら、ぬいぐ
るみは図書館でおとまりをします。
帰ったらどんな冒険をしたのかおはなししてみてね。

▽  とき　２月 12 日土～ 13 日日

▽  おはなし会　午前 11 時から約 30 分

▽  お迎え　13 日日午後３時～６時

▽  定員　幼児～小学生５人

▽  申し込み　1 月 26 日水から、図書館カウンター
または電話で先着順に受け付け

　2004 年に始まった本屋大賞は「全国書店員が選
んだいちばん！売りたい本」として、書店員の投票
で選ばれます。昨年の大賞は「52 ヘルツのクジラた
ち」でした。また、これまでの本屋大賞には「そして、
バトンは渡された」、「流浪の月」などがあり、多く
が映画化されています。4 月 6 日水の大賞発表まで
に、気になる作品から読んでみませんか。

2022 年本屋大賞ノミネート作品発表

ぬいぐるみおとまり会
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親
子
で
自
然
体
験
を
し
て
み
よ
う

　

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
遊
び
に
自
然

体
験
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
か
。
自
然

の
中
で
遊
ぶ
こ
と
は
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
で
は
味
わ
え
な
い
、
生
き
た
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
体
験

は
た
だ
の
遊
び
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
や
す
い
遊
び

だ
か
ら
こ
そ
脳
が
柔
軟
に
な
り
、
学
び

が
定
着
し
や
す
い
活
動
で
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
自
然
体
験
が
子
ど
も
に
与
え

る
教
育
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
体
験
を
す
る
こ
と
は
「
生
き
る

力
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
然
体
験
に
は
遊
び
方
の

正
解
は
一
つ
で
は
な
く
、
自
ら
遊
び
を

見
つ
け
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ら

に
自
然
が
相
手
な
の
で
、
思
っ
た
と
お

り
に
物
事
が
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

自
ら
問
題
を
見
つ
け
、
正
解
へ
と
導
く

判
断
を
す
る
練
習
が
遊
び
な
が
ら
で
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
体
験
は
、
心
や
体

を
鍛
え
る
た
め
に
ほ
ど
よ
い
負
担
や
刺

激
を
与
え
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
五

感
を
使
っ
て
体
験
す
る
こ
と
は
、
脳
の

活
性
化
に
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
幼
児
期
に
直
接
体
験
し
て
得
た

感
動
は
、
子
ど
も
の
感
情
を
作
る
基
礎

と
な
り
情
緒
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
体
験
に
は
生
き
る
力
を
育
む
だ

け
で
は
な
く
、

①�

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
と
実
際
に
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
、
命
の
大
切
さ
を
学
べ
る

②�

身
体
能
力
の
向
上

③
行
動
力
、
創
造
力
が
身
に
つ
く

④�

自
然
を
身
近
に
感
じ
大
切
に
思
う
心

を
育
て
る

⑤
危
機
管
理
能
力
が
身
に
つ
く
　

な
ど
の
良
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
本
か
ら
知
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
実
際
に
自
然
に
触
れ
て
感
じ
る

こ
と
は
、
数
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
自
然
体
験
が
育
む
子
ど
も
の
力
に
は
、

素
晴
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
と
楽
し
く
自
然
体
験
が
で

き
る
よ
う
、
今
、
何
に
子
ど
も
の
意
識

が
向
い
て
い
る
か
を
見
極
め
、
上
手
に

興
味
を
引
き
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
近
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
な
ど
も
あ

り
、
自
然
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ

い
機
会
で
す
。
次
の
お
休
み
は
自
然
体

験
を
し
に
外
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　芦屋すてっぷくらぶは、芦屋小学校内に開設され
ている施設で、放課後や夏休みなどの長期休暇中に
町内に住んでいる障がい児（小学１年生～高校３年
生）を預かり、学校や家庭とは異なる時間・空間・
人・体験などをとおして、それぞれの子どもたちの
状況に応じた発達支援を行っています。
　また、子どもたちを預かることで、保護者の養育
負担の軽減も図っています。対象児の体験や保護者
の見学も行っています。利用者を随時募集していま

すので、気軽に問い合わせてください。
※ 身体障害者手帳・精神障害者福祉手帳・療育手帳

や保護者の就労の有無は問いません。

▽ �問い合わせ　芦屋すて
っぷくらぶ田中（☎０
８０‐８３８９‐６２
５７）または、障がい
者・生活支援係（☎２
２３‐３５３０）

放課後等デイサービス「芦屋すてっぷくらぶ」を知っていますか

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３－３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.181
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　みなさんは障がいがある人とどう接していますか。
どう接していいか分からないという人もいるかもしれ
ません。私も障がいがある人への接し方について最近
思うことがありました。
　この前、私は電車に乗りました。私が席にすわって
ふと優先席を見ると、男の人がすわっていました。私
はその時、「そこはお年寄りや体の不自由な人などが
すわる所なのに」と思いました。けれど後から思うと、
「もしかしたらわざとではなく優先席だと分からない、
見ためでは分からないものがあるのでは」と思いまし
た。そして、心の中つまり見えないところにも困って
いたり悩んでいたりして言えないことがあるのではな
いかと考えました。そこで私は調べてみました。調べ
ていくと、精神疾患というものがありました。精神疾
患は見ためではわかりにくいものであり、理解されず
に苦しんでいる人がたくさんいると記載してありまし
た。また、聴覚障がいも目に見えない障がいだと言え
ます。補聴器をつけていたり、手話で会話したりする
ので、一見、手助けが必要ないように思われますが、

だれもが手話ができるわけではないので、相当な情報
不足だと言えます。思えば電車に乗った時も、アナウ
ンスが聞こえないと、目からの情報しか入ってこない
ので不安なことだらけだと思います。そう思った時、
私は、手助けしてほしい時に出せるサインのようなも
のがあればと思いました。そこで、調べてみると「ヘ
ルプマーク」というものがあることを知り、助けるこ
とが出来ると思うと、とてもうれしくなりました。
　健常者も、障がいがある人も、みんな同じ命です。
しかし、障がいがある人は援助や配慮が必要なときが
あるかもしれません。だからこそ、助け合い、おたが
いを尊重しながら、ともに生きる社会にしていきたい
と思いました。みんなが少しずつでも、だれに対して
もやさしく接すると、明るい未来が待っていると思い
ます。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマ
に書いた作文で、提出された作文の中から芦屋町
人権・同和教育研究協議会が選考したものを掲載
しています。

差別をなくすために  第 440 号

私が考えるやさしく明るい未来
芦屋東小学校６年　井上  草

そ い
音

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）

　
福
岡
県
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
同
行
し

て
、被
災
地
で
作
業
支
援
を
行
う
「
災

害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」
を
実

施
し
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
作
業
は
、

住
宅
地
の
側
溝
に
溜
ま
っ
た
泥
の
撤

去
や
土
砂
の
運
搬
な
ど
で
す
。

　
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽ 

と
き　
３
月
13
日
日
・
午
前
７
時

～
午
後
７
時

※ 

実
施
場
所
に
よ
り
時
間
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

▽ 

と
こ
ろ　
福
岡
県
内
（
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
実
施
場
所
）

▽ 

内
容　
泥
の
撤
去
、
土
砂
の
運
搬

な
ど

▽
作
業
時
間　
４
時
間
程
度

▽ 
参
加
資
格　
18
歳
以
上
（
高
校
生

不
可
）

▽
定
員　
10
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

※ 

別
途
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
、

Ｊ
Ｒ
大
野
城
駅
ま
で
の
交
通
費

（
往
復
）
が
必
要
で
す
。

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　
帽
子
、
マ
ス

ク
、
タ
オ
ル
、
長
靴
、
雨
具
、
飲

料
な
ど

※ 

作
業
手
袋
、
昼
食
（
お
に
ぎ
り
、

お
茶
）
は
用
意
し
ま
す
。

▽ 

申
し
込
み　
１
月
26
日
水
～
２
月

25
日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
へ

※
日
曜
・
祝
日
休
館

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
44
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　認知症または認知症の疑いにより、警察に行方不明者届が出された人の数は年々増え続けてお
り、令和２年には１万 7565 人もの人が行方不明となっていて、多くの場合は無事に保護されて
いますが、行方不明中に事件・事故などで亡くなる人や、未だ発見されていない人もいます。

　認知症が原因と思われる行方不明の現状

認知症が原因で行方不明となった人の早期発見のために
―防災メール・まもるくんへの登録をお願いします―

登録方法
　「防災メール・まもるくん」のホームページから登録できます。
⃝インターネットでホームページを検索する場合＝「防災メール・まもるくん」で検索
⃝スマホなどで利用する場合＝右の２次元バーコードから読み取り、接続
　なお、認知症の家族などが行方不明になる恐れがある場合は、あらかじめ高齢者支援係に相
談してください。万が一の場合に備え、情報の事前登録もできます。
　帰る家が分からずさまよう本人や、無事を祈りながら帰宅を待つ家族は不安な気持ちでいっ
ぱいです。行方不明になった人をすぐに発見・保護できる安心な町になるよう、皆さん協力し
てください。

　認知症が原因で行方不明になった人は、行方不明になっている期間が長くなるほど、移動範囲
が広くなって捜索が難しくなります。また、事件・事故に巻き込まれる危険も高くなります。
　無事に発見・保護するためには、行方不明になってからすみやかに捜索を開始することが大切
です。また、捜索の際は、多くの人の目で探すことで発見の可能性が高まります。

　早期発見の必要性

　「防災メール・まもるくん」は、福岡県が運営するメール配信サービスです。
　メールアドレスを登録しておけば、行方不明事案が発生した際に、県内
の市町村が発信する捜索への協力依頼メールが皆さんに配信されます。
　配信されるメールには、行方不明者の氏名、年齢、性別、住所、行方不明になった時刻、服装、
身体的特徴、認知症の有無、徘徊歴の有無、不明時の様子、よく通っていた場所、本人の写真、
発見時の連絡先などが記載されています。特徴が一致する人を見かけた際には、メールに記載の
連絡先か、110 番に通報してください。

　防災メール・まもるくんの活用

　「防災メール・まもるくん」は、行方不明者情報だけでなく、防災に関する情報や地域の安全
情報などのお知らせメールも配信する大変便利なサービスです。地震や台風などの災害に備える
意味でも、「防災メール・まもるくん」への登録を検討してください。

　災害時にも役立ちます

私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ �問い合わせ　高齢者支援係
　（☎２２３‒ ３５３６）

△ホームページ
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昨
年
12
月
６
日
、
芦
屋
中
学

校
で
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
入
賞
作
品
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
税
庁
と
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
全
国
の

中
学
生
を
対
象
に
税
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
租
税
教
育

の
一
環
と
し
て
作
文
を
募
集
し

た
も
の
で
す
。

　

芦
屋
町
で
は
、
芦
屋
町
長
賞

を
受
賞
し
た
芦
屋
中
学
校
３
年

生
の
吉
永
麻
緒
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

表
彰
式

税
金
に
支
え
ら
れ
る
私
た
ち 

芦
屋
中
学
校　
３
年　
吉
永　
麻
緒

　

今
で
は
、
税
を
払
い
生
活
す
る
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
私
た
ち
。
し

か
し
、
税
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
値
上

が
り
し
、
不
満
を
抱
く
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
で
は
、
税
が
な
く
な
る
と
ど
う
な

る
の
か
。
私
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
調

べ
て
み
た
。

　

私
た
ち
は
、
ど
こ
か
目
的
地
に
行
く

際
、
道
路
や
橋
を
通
行
す
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
壊
れ
て
し

ま
え
ば
修
理
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
税
が
な
く
な
る
と
ど
う
だ
ろ

う
。
修
理
す
る
費
用
が
な
い
た
め
、
放

置
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

ま
た
、
修
理
し
た
と
し
て
も
そ
の
修
理

し
た
人
か
ら
通
行
料
金
の
支
払
い
を
求

め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
。
こ
れ

だ
と
町
を
歩
く
の
で
す
ら
恐
怖
を
感
じ

て
し
ま
う
。
少
な
く
と
も
、
た
だ
歩
い

た
だ
け
で
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
毎
日
が
続
く
の
は
、
私
は

い
や
だ
。

　

次
に
、
医
療
や
年
金
、
介
護
、
子
育

て
な
ど
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

だ
。
こ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
例
を
用

い
る
と
、
私
が
高
熱
を
出
し
た
と
し
よ

う
。
そ
れ
で
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
い
、

薬
を
も
ら
っ
た
。
普
通
、
こ
の
時
点
で

診
察
費
と
薬
代
を
払
っ
て
帰
宅
だ
が
、

税
が
な
く
な
る
と
そ
の
費
用
が
と
て
も

高
額
に
な
る
の
だ
。
普
段
私
た
ち
の
こ

の
よ
う
な
費
用
は
、
３
割
負
担
で
７
割

は
税
金
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
税
が
な

く
な
っ
た
場
合
、
全
額
を
支
払
う
こ
と

と
な
り
、
高
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
く
な
る
の
だ
。

　

な
ん
と
、
私
た
ち
が
困
っ
た
と
き
に

頼
る
警
察
に
も
変
化
が
あ
る
。
身
の
周

り
で
危
険
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
警
察
に

通
報
す
る
の
が
最
も
安
全
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
通
報
す
る
こ
と
で
さ
え
も

費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
ほ
か

に
も
逮
捕
や
捜
査
、
相
談
で
さ
え
も
毎

回
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
だ
と
警
察
に
頼
り

づ
ら
く
な
り
、
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
が
放

置
さ
れ
た
り
、
増
え
た
り
す
る
だ
ろ
う

と
私
は
考
え
た
。

　

今
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

通
っ
て
い
る
学
校
に
も
大
き
な
変
化
が

あ
る
。
私
た
ち
が
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
払
っ
て
い
る

教
育
費
を
親
や
家
族

が
多
く
負
担
し
な
け

れ
ば
い
け
な
く
な
る

の
だ
。
税
が
あ
る
の

と
な
い
の
で
は
、
そ

の
金
額
の
差
は
大
き

く
変
わ
る
。
学
校
に
行
く
の
で
さ
え
金

銭
面
で
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま

り
、
お
金
の
関
係
で
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
こ
こ
ま
で
は
私
が
調
べ
た
こ
と
で
、
そ

れ
以
上
に
変
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
多
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
れ
も
共
通
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
く
な
る

こ
と
だ
。
税
が
あ
る
か
な
い
か
で
私
た
ち

の
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ

こ
ま
で
で
わ
か
っ
た
だ
ろ
う
。私
た
ち
は
、

税
に
生
活
を
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
税

を
払
う
こ
と
で
、
身
の
周
り
の
こ
と
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
れ
だ

け
あ
り
が
た
く
、
幸
福
な
こ
と
か
、
私
た

ち
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」　
芦
屋
町
長
賞
受
賞
作
文
を
紹
介
し
ま
す

▽ 

問
い
合
わ
せ　
課
税
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）
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み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

病
気
な
の
か
、
予
防
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
保
健
師
・
栄
養
士
が

話
し
ま
す
。

▽ 

と
き　

２
月
22
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
1
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽ 

申
し
込
み　

２
月
15
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性
向
け
に
料
理
の

基
礎
か
ら
は
じ
め
、
家
で
で
き
る
簡
単

な
料
理
を
作
り

ま
す
。
で
き
あ

い
の
そ
う
菜
で

済
ま
せ
て
い
る

人
や
食
事
が
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に

な
り
が
ち
な
人

な
ど
、
栄
養
の

知
識
を
得
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
料
理

の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽ 

と
き　

２
月
15
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽ 

定
員　
12
人

▽ 

参
加
費　
４
０
０
円

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
筆

記
用
具

▽ 

申
し
込
み　

２
月
８
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

令
和
４
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
は
除

く
）
に
、
学
用
品
費
や
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
は
、世

帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一
定
の
基
準
以

下
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

　

新
入
学
学
用
品
費

は
、期
限
内
に
就
学
援

助
を
申
請
し
、
対
象

者
の
条
件
を
満
た
す

人
に
対
し
て
、入
学
前

（
３
月
中
旬
～
下
旬
）

に
支
給
し
ま
す
。

▽ 

申
請
期
限　

２
月

21
日
月

※ 

申
請
期
限
後
も
、４

月
末
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た
人
は

就
学
援
助
費
振
込
時
（
７
月
末
～
８
月

上
旬
）
に
新
入
学
学
用
品
費
を
含
め
て

支
給
し
ま
す
。

▽ 

対
象　
次
の
❶
～
❹
を
全
て
を
満
た

す
人

❶ 

児
童
生
徒
が
令
和
４
年
４
月
に
芦
屋

町
立
小
中
学
校
に
入
学
予
定
の
人

❷ 

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❸ 

申
請
時
に
芦
屋
町
に
居
住
し
て
い
る

人
（
令
和
４
年
３
月
末
以
前
に
町
外

に
転
出
す
る
人
を
除
く
）

❹ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

※ 

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
転
出
な

ど
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、

返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

提
出
書
類　

申
請
書
と
手
引
き
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
学

校
教
育
課
窓
口
に
も

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

就学援助
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あ
り
ま
す
。

▽ 

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
資
金
や

就
学
資
金
な
ど
を
支
援
し
ま
す

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
ま

た
は
寡
婦
の
生
活
安
定
と
扶
養
し
て
い

る
子
ど
も
の
福
祉
の
た
め
、
無
利
子
ま

た
は
低
利
子
で
各
種
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
岡
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
（「
福
岡
県　

ひ
と

り
親　
貸
付
」
で
検
索
）。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
０
１
‐
４
１

６
２
）

福岡県

令和４年４月から
成年（成人）年齢が

20歳から18 歳へ  
　自分の意思でスマートフォンや車、
アパート、クレジットカードなど、何
でも一人で契約できてしまいます。未
成年者ではないので、未成年者取り消
し権は使えなくなります。
＜注意＞
■ 子どもがいる家庭は、今一度子ども

に注意を呼びかけ、契約のリスクを
説明しましょう。

■ 悪質事業者は、成年（成人）
になったばかりの社会経験や
判断能力の乏しい若者に狙い
を定め、契約のために消費者
金融などで借金をさせること
もあります。

■ インターネットでの契約に
は特に注意が必要です。

■ 友人からの紹介である場合、
安易に契約してしまった結
果、人間関係が壊れ、借金
だけが残った事例が数多く
あります。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

消費者ホットニュース
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 たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前の子どもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽  とき　２月 16 日水・午前 10 時～正午

▽  ところ　山鹿公民館和室
※ たんぽぽスタッフが絵本や

おもちゃを用意して待って
います。

２月の日曜開館日　６日・20日
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　２月７日月・
　　午前 11 時～ 11 時 30 分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　２月 18 日金・
　　午前 11 時～ 11 時 30 分
♥親子教室「リズム遊び」（10組限定）

　 ※２月 14 日月から予約開始 　

　 ▽ �とき　２月 25 日金・午前 10 時～ 11 時
　※ イベントのため、午前中の入館は予約

者のみ
♥育児相談
　�【ほほえみ相談】
　  小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　２月２日水・午前 10 時～正午
　※ 予約は町内に住んでいる人のみです。
　�【たんぽぽ相談】
　  保健師・栄養士による相談
　 　２月の相談は行っていませんが、気に

なることがあれば、気軽に電話してくだ
さい。

　※次回は、３月８日火です。
　�【離乳食の日】（５組限定）
　��栄養士による栄養指導と進め方相談
　 ▽  とき　２月８日火・午前 10 時 30 分

～ 11 時 30 分

　※ 実際には食べませんが、家庭で作った
離乳食や市販のベビーフードの形状や
種類などのアドバイスをします。



任
期
付
職
員
・

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

【
任
期
付
職
員
】

1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽ 

勤
務
地　
芦
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
芦
屋
町
町
民
会
館
２
階
）

▽ 

業
務
内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
業
務
（
調
整
、連
絡
、相
談
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に
関
す
る
事
業
の

企
画
・
立
案
、
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
に
関
す

る
事
務

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
45
分
～
午
後

５
時
30
分
（
休
憩
60
分
）

▽ 

勤
務
形
態　
週
４
日
勤
務

※ 

休
館
日
…
日
曜
・
祝
日
（
事
業
実
施

の
場
合
勤
務
あ
り
）、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
～
１
月
３
日
）

▽
給
料　
月
額
17
万
９
０
４
０
円

▽ 

応
募
要
件　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
事
務
処
理
が
で
き
る
人

　

 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
経
験

が
３
年
以
上
あ
る
人 

②
そ
の
ほ
か
教

育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
た
場
合

▽ 

勤
務
開
始
日　
４
月
１
日
金

▽ 

申
込
期
限　

２
月
16
日
水
（
郵
送
の

場
合
は
16
日
水
必
着
）

▽ 

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
人
事
係
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

2
特
別
支
援
学
級
介
助
員

▽ 

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同

職
種
が
あ
る
場
合
、
再
度

任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す（
た
だ
し
、２
回
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
１
人
程
度

▽ 
勤
務
地　
町
内
の
小
中
学
校

▽ 
業
務
内
容　
特
別
支
援
学
級
の
教
員
の

補
助

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
３

時
の
間
で
学
校
長
が
指
示
す
る
時
間

▽ 

勤
務
形
態　
原
則
月
～
金
曜
日
に
１

日
５
時
間
（
週
25
時
間
）

※ 

学
校
行
事
な
ど
で
土
日
出
勤
の
場
合

あ
り
（
夏
・
冬
・
春
休
み
は
休
み
）

※ 

原
則
休
憩
な
し
。
た
だ
し
、
勤
務
を

延
長
す
る
場
合
は
法
定
の
休
憩
時
間

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽ 

保
険　
雇
用
保
険
あ
り

▽ 

申
込
期
限　

２
月
10
日
木
（
郵
送
の

場
合
は
10
日
木
必
着
）

▽ 

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

3�

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

▽ 

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
、
再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
た
だ
し
、
２
回
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
～
午
後

6
時
30
分

※ 

１
日
３
時
間
30
分
か
ら
７
時
間
15
分

の
シ
フ
ト
制
（
週
21
時
間
程
度
）

※ 

１
日
の
勤
務
が
6
時
間
を
超
え
る
場

合
、
休
憩
60
分

▽ 

勤
務
形
態　
週
4
日
～
5
日
程
度

▽ 

保
険　
雇
用
保
険
あ
り

4
春
期
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

▽ 

任
期　
３
月
24
日
木
～
31
日
木

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
な
場

合
に
４
月
９
日
土
ま
で

引
き
続
き
任
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数 　
３
人

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
45
分
の
間
で
７
時
間
勤

務
（
シ
フ
ト
制
、
休
憩
60
分
）

※ 

行
事
な
ど
に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更

が
あ
り
ま
す
。

▽ 
勤
務
形
態　
週
５
日
程
度

▽ 
保
険　
な
し

▽ 

応
募
要
件　
高
校
生
不
可

◦
3��

4
共
通
項
目

▽ 

業
務
内
容　
①
児
童
の
保
育
（
宿
題

や
遊
び
の
見
守
り
、
お
や
つ
な
ど
飲

食
の
準
備
）
②
支
援
員
の
補
佐
（
バ

ス
ハ
イ
ク
、
お
楽
し
み
会
の
運
営
）

③
児
童
の
生
活
指
導
（
集
団
生
活
の

支
援
、
事
故
防
止
）
④
環
境
整
備

▽
報
酬　
時
給
８
９
７
円

▽ 

申
込
期
限　

２
月
18
日
金
（
郵
送
の

場
合
は
18
日
金
必
着
）

▽ 

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

【
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
会
計
年
度
任
用
職
員
】

5
営
繕
係
員

▽ 

任
期　
４
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ
る

場
合
、再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数 　
２
人

▽ 

業
務
内
容　

除
草
・
施

設
の
簡
易
的
な
補
修
な

ど
の
場
内
の
維
持
管
理

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分
の
う
ち
、７
時
間
45
分
（
休

憩
45
分
）

▽ 

勤
務
日
数　
月
16
日
（
土
日
祝
日
勤

務
あ
り
）

▽
報
酬　
月
額
13
万
２
８
７
６
円

※
別
途
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
な
ど
あ
り

▽ 

応
募
要
件　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
持
っ
て
い
る
人

▽ 

保
険　
社
会
保
険
な
ど
あ
り

▽ 

申
込
期
限　

２
月
18
日
金
（
郵
送
の

場
合
は
18
日
金
必
着
）

▽ 

試
験
内
容　
個
人
面
接

募
集
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※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
～
4
＝
人
事

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

ま
た
は
郵
送（
〒
８
０
７‐０
１
９
８（
住

所
記
入
不
要
）
芦
屋
町
役
場
総
務
課
人

事
係
宛
） 

※ 

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　�

5
＝
芦
屋
町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局

事
業
課
（
☎
２
２
３
‐
０
５
８
６
）

へ
提
出
ま
た
は
郵
送
（
〒
８
０
７
‐

０
１
３
３
（
芦
屋
町
大
字
芦
屋
３
５

４
０
番
地
）
芦
屋
町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
局
事
業
課
宛
）

※ 

申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
直
接

取
り
に
行
く
場
合

は
、
電
話
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※ 

任
期
付
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
一
般
職
と
し
て
地
方
公
務
員
法

の
各
規
定
（
守
秘
義
務
、
職
務
専
念

義
務
、
懲
戒
処
分
な
ど
）
が
原
則
適

用
さ
れ
ま
す
。

　３月からＮＨＫ放送受信料の補助申請を
受け付けます。
　３月上旬に補助対象世帯へ申請書を送付
しますので、あらかじめＮＨＫ発行の領収
証など必要なものを準備してください。

■補助対象
　町内でＮＨＫ放送受信契約を行った世帯と事業
所で、令和３年度分（令和３年４月～令和４年３月
分）のＮＨＫ放送受信料を支払った人のうち、防衛
省からの助成を受けてない人（次の1～5のいず
れかに該当する人）
1山鹿地区の世帯
2 平成 30 年４月１日以降に芦屋地区へ転入または

転居した世帯
3 芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防衛省から

の放送受信料補助が終了した世帯
4 芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防衛省からの

放送受信料補助の年間上限額が減額された世帯
5町内の事業所
■補助金申請の受け付け

と　き ところ
３月８日火～ 31日木
※土日祝日を除く

午前９時
 ～午後５時

総務課庶務係
（役場２階）

３月 20 日日 午前９時
 ～正午 山鹿公民館

▽  持ってくるもの
　① 申請書（３月上旬に送付予定）
　② 初めて申請する人や振込口座が変わる人は、申

請者（世帯主）の預金通帳など金融機関の口座
番号がわかるもの（ＪＦマリンバンクは不可）

　③ ＮＨＫ発行の領収証（令和３年４月～４年３月分）

　　※ 令和 3 年度分の申請は、3 月 31 日を過ぎる
と受け付けませんので、注意してください。

　　※ 郵便での申請も受け付けます。詳しくは、広
報あしや３月号をご覧ください。

　■領収証がない場合
　　 　申請には、ＮＨＫ発行の放送受信料領収証が

必要です。領収証がない人は、下記ＮＨＫふれ
あいセンターに電話して再発行の依頼をして
ください。

　 　 ① 電話で「令和３年４月から令和４年３月まで
の領収証の再発行をお願いします」と伝える
とスムーズです。

　 　 ② 後日、ＮＨＫから自宅宛てに領収証が郵送で
届きます。

　　 ※ ３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合
うので、早目の準備をお願いします。

　 ▽ 問い合わせ
　　【補助金に関すること】＝庶務係（☎２２３‐３５７２）
　　 【領収証の発行、受信料に関すること】
　　 ＝ＮＨＫふれあいセンター（午前９時～午後６時）
　　ナビダイヤル☎０５７０‐０７７‐０７７
　　（土日祝日も受け付け）　　
　　※  IP 電話などを使用している人で、上記番号

を利用できない場合は
　　　 ☎０５０‐３７８６‐５００３

ＮＨＫ放送
受信料補助
申 請 受 付

人事係
芦屋町ボート
レース事業局

広報あしや　2022.2⑮



令
和
３
年
度
第
５
回
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

▽ 

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽ 

募
集
案
内
配
布
期
間　
２
月
18
日
金

～
３
月
７
日
月

▽ 

申
込
受
付
期
間　
２
月
25
日
金
～
３

月
７
日
月

▽ 

募
集
案
内
配
布
場
所　
環
境
住
宅
課

窓
口

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
‐
８
０
２
９
）

人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

２
月
10
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

２
月
24
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽ 

と
き　

２
月
15
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽ 

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽ 

定
員　
７
人
（
先
着
順
）

▽ 

受
け
付
け　
２
月
１
日
火
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※ 

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※ 

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
一
つ
の
相
談
に
対
し
１
回
ま
で
。
ま

た
、
複
数
人
で
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

福
岡
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　
福
岡
県
司
法
書
士
会
で
は
、２
月
を「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定

め
、
福
岡
県
内
の
司

法
書
士
が
相
続
登
記

の
手
続
き
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ

ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

期
間　
２
月
１
日
火
～
28
日
月

※ 

相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法
書
士
と

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

と
こ
ろ　
福
岡
県
司
法
書
士
会
会
員

事
務
所

▽ 

紹
介　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

募
集

相
談

くらし・行政相談コーナー
（北九州総合行政相談所）

　総務省九州管区行政評価局は、買物や外出のついでなどに気
軽に相談できる窓口「くらし・行政相談コーナー（北九州総合
行政相談所）」を小倉井筒屋に開設しています。
　九州管区行政評価局のほか、福岡県社会保険労務士会や九州
北部税理士会、福岡県司法書士会などの団体が、週替わりで相
談に応じています。相談は無料で、秘密は厳守します。

▽とき　毎週金曜日　午前 10 時～午後 4 時

▽  ところ　小倉井筒屋新館（小倉北区船場町）8 階商品券売場
奥の応接室

※電話での相談にも応じています。

▽  相談電話番号　（☎５３１‐６７１０）

▽相談内容

相談内容 開設日
（全て金曜日） 対応機関

行政一般（国などの役所
の仕事に関すること）

３月 25 日までの
毎週金曜日 九州管区行政評価局

年金、健康保険、労災
保険・雇用保険、労働
条件、労務管理全般（募
集・採用から退職まで）
など

２月４日
３月４日

福岡県社会保険労
務士会

税務 ２月 18 日
３月 18 日 九州北部税理士会

不動産登記、商業登記、
遺言・相続、訴訟他民
事一般、債務整理、成
年後見、供託など

２月 25 日
３月 11 日
３月 25 日
・午後１時～４時

福岡県司法書士会

　※ 福岡県司法書士会の相談は、開催日当日の午前 10 時から
電話予約が必要です。１組 25 分、先着６組までです。

　 ▽  問い合わせ　総務省九州管区行政評価局行政相談課
　（☎〈０９２〉４３１‐７０８２）

広報あしや　2022.2 ⑯
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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ー
で
最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
を

紹
介
し
ま
す
。

▽ 
申
し
込
み　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

－

７な

や

み
８
３

－

５こ
う
し
よ
う

４
４
）

※
平
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
司
法
書
士
会

（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
２
‐
４
１
３
１
）

２
月
16
日
水
～
３
月
15
日
火

税
の
申
告
を
役
場
で
受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
「
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申

告
書
作
成
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
案
内
に
従
っ
て
、
収
入
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
作
成
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
に
直

接
送
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
告
の
対

象
は
、
給
与
所
得
、
雑
所
得
、一
時
所
得
、

特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書
、
上
場
株

式
な
ど
の
譲
渡
損
失
額
で
す
。
令
和
３

年
分
よ
り
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
撮
影

す
れ
ば
、
金
額
や
支
払
者
情
報
な
ど
が

自
動
で
入
力
さ
れ
ま
す
。

※ 

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
は
パ

ソ
コ
ン
か
ら
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
な
し
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
は
こ
ち
ら⇒

▽ 

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽ 

と
き　
２
月
21
日
月
～
23
日
水
の
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
＝
28

日
月
～
３
月
３
日
木
・
７
日
月

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽ 

と
き　
毎
週
月
・
火
の
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ
。
第
４
週
は
２
月
21
日
月
～

23
日
水

▽ 

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
60
周
年

滑
走
路
を
み
ん
な
で
歩
こ
う

　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
創
設
60
周
年
を
記
念

し
て
、
滑
走
路
と
誘
導

路
な
ど
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
飛
行
展
示
と
装
備

品
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

▽ 

と
き　
２
月
27
日
日

▽ 

と
こ
ろ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽ 

対
象　
遠
賀
郡
、
八
幡
西
区
、
若
松

区
に
住
ん
で
い
る
人

▽ 

定
員　
３
０
０
人

▽ 

申
し
込
み　

詳
細

は
、
芦
屋
基
地
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

無
事
故
・
無
違
反
の

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

▽ 

対
象　
折
尾
交
通
安
全
協
会
会
員
で
、

５
年
以
上
ま
た
は
10
年
以
上
継
続
し

て
無
事
故
・
無
違
反
の
人

※ 

過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
。

▽ 

申
請
に
必
要
な
も

の　

申
請
書
、
運

転
免
許
証（
表・裏
）

と
会
員
証
の
写
し
、

無
事
故
・
無
違
反

証
明
書

※ 

申
請
書
類
は
折
尾
警
察
署
・
交
通
安

全
協
会
に
あ
り
ま
す
。

※ 

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
の
発
行
に

は
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

受
付
期
間　
３
月
１
日
火
～
31
日
木

に
、
折
尾
交
通
安
全
協
会
（
☎
６
０

１
‐
１
８
１
８
）
へ

令
和
４
年
度
の

同
好
会
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　
同
好
会
と
し
て
の

登
録
を
す
る
と
、
公

民
館
や
町
民
会
館
の

施
設
が
、
年
間
を
と

お
し
て
定
期
的
に
利

用
で
き
ま
す
。

※ 

申
請
書
は
中
央
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

申
請　

２
月
25
日
金
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

航空自衛隊
芦屋基地

お
知
ら
せ

国税庁

確定申告書等
作成コーナー

同好会登録

広報あしや　2022.2⑰



要
介
護
認
定
で
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
所
得
税
法
や
地
方

税
法
で
は
、
申
告
す

る
本
人
ま
た
は
扶
養

親
族
が
障
が
い
者
に

該
当
す
る
場
合
、「
障

害
者
控
除
」
と
し
て

一
定
金
額
を
所
得
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
状
態

に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
対
象
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
税
の
申
告
を

行
う
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽ 

対
象　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の

状
態
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
（
要
介
護
認
定
者
で
も
一
定
の
基

準
が
必
要
）

▽ 

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

※ 

申
請
に
は
所
定
の
申
請
書
と
、
場
合

に
よ
り
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

※ 

税
控
除
額
は
、
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
や
申
請
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、

次
の
日
程
で
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 

急
き
ょ
中
止
に
な

る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽ 

と
き　

２
月
26
日
土
・
午
前
８
時
30

分
～
正
午

▽ 

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

 【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

 【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※ 

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
本
人
の
み
手
続
き
で
き
ま
す
。

※ 

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

乳
児
に
は
ち
み
つ
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

　
１
歳
未
満
の
乳
児
に

は
ち
み
つ
を
与
え
る
と

乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
乳
児
ボ
ツ

リ
ヌ
ス
症
と
は
筋
力
低

下
や
反
射
減
弱
、
重
症

の
場
合
は
呼
吸
困
難
、

呼
吸
停
止
を
引
き
起
こ

し
、死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
食
中
毒
で
す
。

　
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
を
引
き
起
こ
す
原

因
の
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
は
、
腸
内
で

増
殖
で
き
ま
せ
ん
が
、
消
化
器
官
が
未
熟

な
１
歳
未
満
の
乳
児
で
は
増
殖
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
は

加
熱
し
て
も
死
滅
し
ま
せ
ん
。

　

乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
の
予
防
の
た
め
、

１
歳
未
満
の
乳
児
に
は
ち
み
つ
を
与
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
な
ど
を

展
示
販
売
（
入
札
方
式
）

　

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ご

み
の
分
別
収
集
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
、
ご
み
に

出
さ
れ
た
家
具
類
な
ど

を
再
生
し
、
展
示
販
売
を
行
い
ま
す
。

▽  

受
付
期
間　
２
月
28
日
月
～
３
月
５

日
土
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
、

３
月
６
日
日
・
午
前
９
時
～
11
時
30
分

▽ 

と
こ
ろ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽ 

品
目　
タ
ン
ス
・
食
器
棚
・
テ
ー
ブ

ル
な
ど
約
１
５
０
点

▽ 

対
象　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん

で
い
る
人

▽ 

申
込
方
法　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

し
提
出

▽ 

開
札
日
時　
３
月
６
日
日
・
午
前
11

時
30
分
の
受
け
付
け
終
了
後

※ 

落
札
者
に
は
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
来
場
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

搬
出
期
限　
３
月
12
日
土
・
正
午
ま
で

※ 

購
入
品
の
搬
出
は
、
各
自
で
お
願
い

し
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
（
☎
２
４
５
‐
５
３
７
４
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.2 ⑱
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場
総
合

案
内
横

　

 

２
月
20
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

※
３
月
の
配
布
は
３
月
20
日
日
で
す
。

▽�

配
布
量　

１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※ 

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦ 

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦ 

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て
拭

い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

みんなの 
ね・ん・き・ん

【繰上げ請求】
　老齢基礎年金の支給開始を 60 歳から 64
歳までの間に早める（繰り上げる）ことがで
きます。ただし、請求した時点に応じて減額
された年金を生涯受けとることになります。
また、ほかの年金の給付制限などがあります。

老齢基礎年金の
繰上げ・繰下げ請求を知っていますか

▷問い合わせ
⃝ 国民年金の第１号被保険者期間だけの人＝保険年金係（☎２２３‐３５３２）
⃝ 厚生年金や共済年金の期間がある人や、その配偶者期間（第３号被保険者期間）がある人＝八幡

年金事務所（☎６３１‐７９６２）

　老齢基礎年金は、受給資格期間（保険料を納めた期間や保険料の免除を受けた期間の合計）が
10 年以上ある人が受けとることができます。支給開始年齢は原則 65 歳ですが、本人の希望により
繰上げ請求や繰下げ請求をすることができます。

【繰下げ請求】
　66 歳に到達する前に老齢基礎年金の請求
をしていなかった人は、66 歳以降 70 歳ま
での間に遅らせて（繰り下げて）請求するこ
とができます。繰下げ請求をした時点に応じ
て年金額が増額されます。

　 ペットボトルやスプレー容器などに
入れて持ち帰る

　 椅子やテーブル、ドアノブなどスプ
レーで直接噴射。場合によっては拭
き取る

役場などに取りに行く

良く触るところを拭く

◦月▪日

酸
性
電
解
水

広報あしや　2022.2⑲



皆さんの声をまちづくりに

パブリックコメント（意見）募集

【意見募集】
　次の❶～❹の素案に対する、皆さんの意見を募集します。

❹ 芦屋町公共施設等総合管理
計画（素案）

　 　公共施設等総合管理計画は、
今後の少子高齢化の進行や町財
政の見通しを踏まえ、必要性の
高いサービスを将来にわたって
持続可能なものとし、公共施設
の安全性やサービスの向上、中
長期的な視点による効率的で効
果的な整備や維持管理を行うこ
とを目的とし、計画的に公共施
設を管理するための基本方針を
定めるものです。

　 　策定から一定の期間が経過し
たことや、これまでに策定した個
別施設計画などの内容を反映す
る必要があるため、芦屋町公共
施設等総合管理計画の改訂を進
めています。❸�芦屋町地域防災計画（素案）

　 　地域防災計画は、災害対策基本法第 42
条に基づき策定する町域の防災に関する
業務や対策などを定めた総合的で基本的
な計画です。

　 　国の防災基本計画と福岡県の
地域防災計画の修正を踏まえ、
芦屋町地域防災計画の見直しを
行っています。

❶�芦屋町地域公共交通計画（素案）
　 　公共交通の確保・維持を図るとともに、

町の実情に応じた公共交通施策を展開する
ため、「地域公共交通の活性
化及び再生に関する法律」に
基づき、芦屋町地域公共交通
計画を策定しています。

❷ 第2期芦屋町町営住宅等長寿命化計画
（素案）

　 　町営住宅などの長期的な活用を図るとと
もに、管理戸数の適正化や改善事業・用途
廃止などの方針を定め、計画
的に推進していくため、第 2
期芦屋町町営住宅等長寿命化
計画を策定しています。

⑳広報あしや　2022.2



【❶～❹共通事項】

▽  素案の配布場所　
⃝役場１階総合案内
 ⃝ 役場各課窓口（❶❷ = １階環境住宅課、

❸ = ２階総務課、❹＝２階企画政策課）
⃝中央公民館、芦屋東公民館、山鹿公民館
⃝町民会館　⃝総合体育館
※ 町のホームページからも、ダウンロード

できます。

▽  対象　町内に住んでいるか、通勤・通学
している人

▽  意見受付期間　１月 28 日金～２月 25
日金（郵送の場合は２月 25 日金必着）

▽  意見に対する対応　提出された意見は、
計画策定の参考とします。意見は住所、
氏名などの個人情報を除き、町の考え方
と合わせて公表します。

　 　また、提出者に対する個別の回答はし
ません。なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷や匿名の意見、
電話による意見は受け付けできません。

※提出された意見は返却しません。

【提出方法】
　所定の様式、または任意の様式に必要事項（住所、氏名、年齢、性別）
と意見を記入し、郵送・持ち込み、ファクス、電子メールのいずれ
かで提出してください。

❶ ❷ ❸ ❹

郵
送
・
持
ち
込
み

〒８０７- ０１９８　（住所記入不要）芦屋町役場

環境住宅課
地域振興・交通係

環境住宅課
住宅係

総務課
庶務係

企画政策課
企画係

フ
ァ
ク
ス

２２３‐３９２７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tiiki@town.
ashiya.lg.jp

cho-jutaku@town.
ashiya.lg.jp

bousai@town.
ashiya.lg.jp

kikaku@town.
ashiya.lg.jp

問
い
合
わ
せ

地域振興・交通係
☎２２３‐３５３９

住宅係
☎２２３‐３５４０

庶務係
☎２２３‐３５７２

企画係
☎２２３‐３５７０

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2022.2㉑



芦
屋
釜
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽ 

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

1
梅
見
特
別
呈
茶

　

梅
の
花
咲
く
庭
園
の
風

情
を
楽
し
み
な
が
ら
抹
茶

を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽ 

と
き　

２
月
18
日
金
～
20
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分
受
け
付
け

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽ 

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

2 

芦
屋
室
町
茶
会

　
芦
屋
釜
が
使
わ
れ

た
室
町
時
代
の
茶
会

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

抹
茶
を
飲
み
当
て
る

闘と
う
ち
ゃ茶
会
を
行
い
ま

す
。
茶
会
の
見
学
も

で
き
ま
す
。

※ 

茶
会
・
見
学
と
も
に
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▽ 

と
き　
２
月
27
日
日

【
１
回
目
】 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
２
回
目
】
午
後
１
時
～
２
時

【
３
回
目
】
午
後
３
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽ 

定
員　
茶
会
参
加
者
各
回
８
人
、
見

学
者
各
回
４
人
（
申
込
先
着
順
・
申

し
込
み
は
一
度
に
２
人
ま
で
）

▽ 

参
加
費　
【
茶
会
参
加
者
】
中
学
生
以

上
８
０
０
円
、小
学
生
６
０
０
円

　

 【
見
学
者
】
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円（
入
園
料
と
お
茶
代
）

▽ 
申
し
込
み　
２
月
５
日
土
か
ら
受
け
付

け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
釜

の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
園
で
す
。

3
ひ
な
ま
つ
り
特
別
呈
茶

　

早
春
の
清
々
し
い
季
節

に
ひ
な
ま
つ
り
特
別
呈
茶

(

和
菓
子
と
抹
茶
に
よ
る
呈

茶)

を
行
い
ま
す
。
庭
園
を
眺
め
な
が

ら
抹
茶
を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽ 

と
き　
３
月
５
日
土
、
６
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分
受
け
付
け

▽ 

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽ 

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
・
小

学
生
３
０
０
円
・
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
か
ら
の

お
知
ら
せ

▽ 

問
い
合
わ
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

（
中
央
公
民
館
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）

1
特
別
展
「
芸
術
家
の
た
ま
ご
展
」

　

町
内
小
中
学
校

と
、
北
筑
豊
地
区

中
学
校
文
化
連
盟

の
児
童
・
生
徒
作

品
を
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
し
ま

す
。
授
業
や
部
活

動
な
ど
で
の
作
品
の
数
々
が
一
斉
に
集

ま
る
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
。

▽ 

と
き　

２
月
12
日
土
～
３
月
６
日
日

（
月
曜
日
は
休
館
）・
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

2
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
講
座
」

　

ラ
メ
や
小
物
を
詰
め

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ノ

ー
ド
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

▽ 
と
き　
２
月
19
日
土
・

午
後
１
時
～
３
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

対
象　
５
歳
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

▽ 

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
先
着
順
）

▽ 

参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽ 

申
し
込
み　
１
月
26
日
水
～
２
月
17
日

木
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ 

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
自
然
災
害
」

 　

自
然
災
害
が
数
多

く
発
生
す
る
日
本
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
と
重
な
る
こ
と
も

考
え
、
３
密
を
避
け

て
の
避
難
行
動
が
必

要
で
す
。
避
難
に
は

「
男
女
共
同
参
画
」
の

視
点
が
必
要
で
す
。

命
を
守
り
、
復
旧
・
復
興
の
担
い
手
と

し
て
「
男
女
共
同
参
画
」
の
意
識
を
防

災
士
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　

２
月
19
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽
参
加
費　
無
料

▽ 

講
師　
防
災
士 

江
﨑
俊
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
福
岡
市

民
の
会
）

▽ 
定
員　
30
人
（
事
前
申
込
先
着
順
）

▽ 

申
し
込
み　
２
月
１
日
火
か
ら
受
け
付

け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公

民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

 

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.2 ㉒
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。
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そ
の
時
、

芦
屋
で
時
代
が
つ
く
ら
れ
た

決
戦　
源
平
合
戦
①

　

皆
さ
ん
、
広
報
あ
し
や
１
月
号
と
同

時
配
布
さ
れ
た
「
芦
屋
歴
史
紀
行
号
外
」

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。
１

月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
を
皆
さ
ん
が
見
ら
れ

る
と
き
に
、
郷
土
芦
屋
と
の
関
わ
り
に
思

い
を
は
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
号
外
チ
ラ
シ

を
作
成
し
ま
し
た
。「
鎌
倉
殿
」
の
主
人

公
、
北ほ

う
じ
ょ
う
よ
し
と
き

条
義
時
と
わ
が
芦
屋
の
誇
る
武

将
、山や
ま
が
ひ
で
と
う

鹿
秀
遠
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
チ
ラ
シ
、

な
か
な
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
の
芦
屋
歴
史
紀
行
は
、
古
代

末
か
ら
中
世
へ
、
貴
族
政
権
か
ら
武
士
政

権
へ
と
大
き
く
揺
り
動
い
た
時
代
を
追
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
い
ざ
、
失
わ

れ
し
時
を
求
め
て
。

　

古
代
で
は
、
律り
つ
り
ょ
う
せ
い
ど

令
制
度
の
も
と
に
行

わ
れ
た
公こ
う
ち
こ
う
み
ん

地
公
民
制
に
お
い
て
、
日
本
中

の
全
国
土
は
全
て
天
皇
の
所
有
で
あ
る
と

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
飛
鳥
時

代
に
は
、
班は

ん
で
ん
し
ゅ
う
じ
ゅ
ほ
う

田
収
授
法
の
も
と
、
農
民
に

土
地
を
与
え
て
収
穫
を
納
め
さ
せ
る
税

制
が
定
め
ら
れ
、
租そ
よ
う
ち
ょ
う

庸
調
の
制
と
な
り
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
の
制
度
は
負
担
が
大

き
く
、農
民
の
逃
亡
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、奈
良
時
代
に
入
る
と
、三さ

ん
ぜ
い
い
っ
し
ん
の
ほ
う

世
一
身
法

や
墾こ
ん
で
ん田
永え
い
ね
ん
し
ざ
い
ほ
う

年
私
財
法
に
よ
り
土
地
の
私

有
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
は
、
有
力
な
貴
族
や
寺

社
は
盛
ん
に
田
畑
を
ひ
ら
い
て
自
己
の
所

有
地
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
所
有
者
た

ち
は
地
位
と
権
力
を
利
用
し
て
免
税
の

特
権
を
得
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

荘し
ょ
う
え
ん園の
発
生
で
す
。
農
民
か
ら
年
貢
を
取

り
立
て
る
領
主
は
京
や
奈
良
に
居
住
す

る
貴
族
や
寺
社
で
す
が
、
地
方
で
直
接
荘

園
に
関
わ
る
荘し
ょ
う
か
ん官に
は
、
中
央
か
ら
派
遣

さ
れ
た
者
と
、
地
方
の
有
力
な
豪
族
を
当

て
た
者
と
が
い
ま
し
た
。
地
方
の
豪
族
は

自
分
の
土
地
を
国
家
権
力
か
ら
守
る
た

め
に
、
名
義
上
は
土
地
を
中
央
の
有
力
貴

族
や
寺
社
に
寄き
し
ん進
し
、
実
質
自
分
が
そ
の

ま
ま
荘
官
と
し
て
荘
園
経
営
に
た
ず
さ

わ
る
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
平
安
中
期
以
降
、
荘
園
を
経
営
し
て
い

た
地
方
豪
族
た
ち
は
、
家い

え
の
こ子
・
郎ろ
う
と
う党
な
ど

を
養
っ
て
武
装
化
を
進
め
、
一
族
的
結
合

に
よ
る
戦
闘
組
織
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
が
武
士
の
起
こ
り
で
す
。
同
時
代
、

各
地
に
武
士
団
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
彼

ら
は
貴
族
の
身
辺
警
護
に
奉
仕
し
て
中

央
へ
進
出
し
、
棟と
う
り
ょ
う梁の
も
と
団
結
し
て
政

治
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
桓か
ん
む
へ
い
し

武
平
氏
と

清せ
い
わ
げ
ん
じ

和
源
氏
が
興お
こ
り
ま
し
た
。
律
令
制
度
が

崩
れ
て
ゆ
く
中
、
地
方
の
治
安
が
乱
れ
、

関
東
で
は
平

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門
の
乱
（
９
３
９
～
９
４

０
年
）、西さ
い
か
い海（
瀬
戸
内
海
）で
は
藤ふ
じ
わ
ら
す
み
と
も

原
純
友

の
乱
（
９
３
９
～
９
４
１
年
）
と
地
方
豪

族
の
中
央
へ
の
反
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。

源
氏
が
東と
う
ご
く国
で
活
動
し
て
い
る
間
に
、

西さ
い
ご
く国
に
勢
力
を
築
い
た
平
氏
は
中
央
政

界
に
進
出
し
、
貴
族
を
圧
し
て
勢
力
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
保ほ
う
げ
ん元
の
乱
（
１
１
５
６

年
）、平
治
の
乱
（
１
１
５
９
年
）
で
源
氏

を
都
か
ら
追
い
、
平

た
い
ら
の
き
よ
も
り

清
盛
は
太だ
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
と

な
り
、
娘
徳と
く
こ子
を
宮
中
に
い
れ
安あ
ん
と
く徳
天
皇

の
外
祖
父
と
な
り
ま
す
。
全
国
に
５
０
０

余
の
荘
園
を
持
ち
、
一
族
を
大
宰
府
に
配

し
て
貿
易
の
利
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
よ
り
名
の
知
れ
た
港
と
強
力
な
水

軍
を
持
つ
山
鹿
秀
遠
は
、
平
家
方
と
な
り

ま
す
。

 
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
歳
末
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る

皆
さ
ん
の
撮
影
に
挑
み
ま
し
た
。
夜

の
撮
影
な
の
で
三
脚
を
用
意
。
せ
っ

か
く
な
の
で
電
飾
の
美
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
と
こ
ろ
で
撮
影
を
、と

向
か
っ
た
の
で
す
が
、ま
さ
か
の
初
雪

と
結
構
な
強
風
。
警
ら
す
る
皆
さ
ん

の
帽
子
は
飛
ん
で
い
き
、な
ぜ
か
そ
の

時
間
帯
だ
け
た
く
さ
ん
降
り
注
ぐ
綿

雪
に
私
の
薄
い
ス
ー
ツ
と
髪
の
毛
は

さ
ん
ざ
ん
な
こ
と
に
。わ
か
り
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ま
ち
の
わ
だ
い

（
４
ペ
ー
ジ
）
の
写
真
に
雪
が
写
っ
て

い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
後
も
雪
降
り
し
き
る
夜
の
街
を

歩
い
て
行
き
ま
し
た
。 

（
那な

ぎ木
）

▼
１
月
は
行
く
し
、２
月
は
逃
げ
る
し
、

３
月
は
去
る
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
今

年
度
が
終
わ
る
と
考
え
る
か
、
あ
っ
と

い
う
間
に
暖
か
い
春
が
や
っ
て
く
る
と

考
え
る
か
は
あ
な
た
次
第
と
い
う
こ
と

で
、
私
は
後
者
を
選
び
ま
す
。
表
紙

を
飾
っ
て
く
れ
た
漁
師
の
中
西
政
次
さ

ん
の
手
に
あ
る
大
き
な
取
れ
立
て
の
サ

ワ
ラ
。
本
当
に
お
い
し
い
サ
ワ
ラ
は
漁

師
さ
ん
が
釣
っ
た
直
後
に
す
る
処
理
次

第
と
新
鮮
さ
と
の
こ
と
。
寒
い
冬
は
旬

の
引
き
締
ま
っ
た
サ
ワ
ラ
を
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
に
し
て
楽
し
み
た
い
で
す
。
ち
な

み
に
町
内
で
あ
し
や
サ
ワ
ラ
を
提
供
す

る
店
舗
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
が
今
号
に

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
よ
。
皆
さ
ん
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
芦
屋
沖
で
取
れ
た
サ

ワ
ラ
を
食
べ
て
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。 

（
鍬く

わ
も
り守

）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
九
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1 2 月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人32
人39死亡

人05
人15

令和３年12月末日現在 令和２年12月末日現在
人　口
男　性6,479
女　性6,827
世帯数6,468

人
人 6,614

6,931
6,508 世帯

人
人

世帯

13,306 人 13,545 人

Happy BirthdayHappy Birthday２月
芦屋鋳

い も じ
物師樋口陽介さん

初めての個展を東京で

岡
お か べ

部 陽
ひ な の

奈乃ちゃん
（緑ヶ丘）
令和２年
２月 16 日生まれ

ひなのちゃんいつも笑顔をありがとう♪
いっぱい大きくなってね♪

田
た は ら

原 花
は な

奈ちゃん
（緑ヶ丘）
令和３年
２月 21 日生まれ

♥ Happy Birthday ♥
これからもたくさんの可愛い笑顔をみせ
てね。産まれてきてくれてありがとう♥
すくすく大きくなーれ

　芦屋釜の里での16 年間の修業を経
て、令和 3 年 4 月に独立した樋口陽
介さん。樋口さんの初めての個展が、
11 月 11日から 20 日まで、東京新橋
のギャラリー「閑

かんかんきょ
々居」で開催されま

した。「樋口陽介の茶の湯釜」と題し
たこの個展では、樋口さん製作の茶の
湯釜のほか、蓋

ふたおき
置、タンブラー、花

はな

生
いけ

などの鋳物製品が展示されました。
樋口さんは、「初めての個展でしたが、
多くの皆さんに来場いただきました。
新たに考案した湯

とうびん
瓶と風

ふ ろ
炉も好評を

得たので良かったです。これからも現
代の芦屋釜や芦屋鋳物を全国の皆さ
んに知ってもらえるよう、精進したい
と思います」と話してくれました。

福岡県からのお知らせ

芦屋港 魚釣施設ブロック製作工事中
　芦屋港に魚釣施設（波除堤）を整備するにあたり、施設の基
礎部分となるブロックの製作工事を芦屋港で行っています。工
事期間中は、防音や粉じんなどの飛散に十分配慮して行います。
ご理解とご協力をお願いします。

▽  工事期間　３月下旬まで

▽  作業時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
※ 原則として、日曜日は工事を行いません。

▽  問い合わせ　福岡県北九州県土整備事務所 河川砂防課砂防港
湾係（☎６９１‐２８０８）

魚釣施設

７号野積場

芦屋港平面図

　２月 28 日月までにふくおか健康ポ
イントアプリをダウンロードし、令和
３年度の健診記録を入力した人の中か
ら抽選で、芦屋町商工会の商品券をプ
レゼントします。
　ふくおか健康ポイントアプリを利用
するとさまざまな特典がありますので、
ぜひ、登録してください。
　なお、すでに令和３年度
の健診記録を入力している
人も抽せん対象になります。

▽  問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

芦屋町限定！
ふくおか健康ポイントアプリ
登録キャンペーン

アプリダウ
ンロード


